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研究の全体概要 

 西表島には、東アジアの亜熱帯島嶼の中では他に例をみないほど豊かな自然林が残されており、世

界自然遺産候補地の一部として推薦された。しかし、西表島のどこに、どんな植物が生育しているの

かという、生物多様性の科学的基盤情報は未だ明らかになっていない。現状では、国立公園や自然遺

産として、どの植物をどのように守るべきかという方策を科学的情報に基づいて検討することもでき

ないため、自治体や自然遺産管理に携わる地域連絡会議などにおいてもフロラ（植物相）の解明が切

望されている。 

 本研究では踏査に加え、トランセクト法による植生調査を行う。西表島の面積は 289.3km2であり、

居住地・耕作地・大河川流域等を除くと、約 210箇所の調査を行うことで 1km2メッシュにほぼ 1つの

密度でトランセクト調査区を設定できる。代表者らはこれまで西表島の 123箇所のデータを得ている

ため、本研究では残り 87箇所のデータを取得し、以下の①、②の解析を全島レベルで行う。5m×

100mのトランセクト調査区内の全維管束植物種を記録し、標本のほか DNAバーコーディングのための

試料も作成する。胸高直径 1cm以上の樹木は毎木調査を行う。不明種や新産種等は DNAバーコーディ

ングを行い、種の同定を確かなものとする。 

 この調査データをもとに西表島の全維管束植物の種リストおよび分布図を完成させる。そして、分

布情報と植生データに基づき、①西表島のどの地域で植物の種多様性が高いのか（種多様性のホット

スポットの抽出）、②絶滅危惧種はどのような環境下に生育しているのか、ということについて解析

を行うとともに地図化する。第 4次レッドリスト掲載の絶滅危惧植物全種、侵略的外来種について

は、生態ニッチモデリング解析による潜在的分布地予測の有効性の検討と将来の分布予測を行い地図

化する。 

 本研究の定量的解析によって明らかになる西表島の植物相は、国立公園や世界自然遺産候補地とし

ての西表島の管理基盤情報となり、今後観光客が増加したときにどれだけ植生が変化するのかをモニ

タリングするための起点データとしての有用性も非常に高い。また、新たな絶滅危惧種や「種の保存

法」指定種選定の際の具体的な検討資料としての価値も高い。 
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